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▼
時
間
を
要
す
る
原
子
力
問
題

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
の
事
故
に

よ
り
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
根
本
か
ら
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

最
大
の
理
由
は
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
民
の
信
頼
が
崩
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
福
一
で
起
こ
っ
た
事
態
の
検
証
結
果
を
踏
ま

え
て
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
向
け
て
舵
を
切
る
必
要
が
あ
る
。

　

原
子
力
の
停
止
が
経
済
活
動
、
国
民
生
活
に
い
か
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
か
を
、
我
々
は
11
年
の
夏
に
経
験
し
た
。
あ
る
意
味
、
期

待
を
超
え
る
節
電
の
成
果
を
挙
げ
は
し
た
も
の
の
、
今
後
同
じ
よ
う

な
経
験
は
し
た
く
な
い
、
と
す
る
声
は
多
い
。
日
本
経
済
団
体
連
合

会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
今
後
２
、
３
年
電
力
不
足
が
続
け

ば
製
造
業
の
59
％
が
国
内
生
産
の
縮
小
・
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

66
％
が
国
内
の
新
規
設
備
投
資
が
困
難
に
な
り
、
77
％
が
収
益
が
悪

化
す
る
と
い
う
。
昨
今
、
日
本
企
業
は
、
６
重
苦
（
円
高
、
高
い
法

人
税
、
自
由
貿
易
協
定
で
の
出
遅
れ
、
派
遣
の
制
約
、
CO2
の
25
年
ま

で
の
削
減
目
標
、
電
力
不
足
）
を
抱
え
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
電
力

不
足
は
そ
の
中
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
他
の
問
題
に
比
べ
る
と
一
過
性

と
い
え
る
面
も
あ
る
。
ま
た
、
企
業
の
海
外
移
転
は
、
基
本
的
に
円

高
や
国
内
市
場
の
縮
小
と
い
っ
た
経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
に

起
因
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
企
業
が
国
内
に
残
る
か
海
外
に
移

転
す
る
か
を
逡
巡
し
て
い
る
状
況
で
は
、
電
力
不
足
が
そ
の
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
国
民
の
十
分
な
信
頼
を
回
復
す
る
こ
と
な
く

原
子
力
の
再
稼
働
を
強
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
再
稼
働
の
た
め

の
信
頼
回
復
に
つ
い
て
は
、
拙
速
を
避
け
、
時
間
と
手
間
を
か
け
て

議
論
を
尽
く
す
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
む
し
か
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
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政
策
に
関
す
る
国
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
の
重
要
な
時
期
だ
。

　

▼
電
力
確
保
の
た
め
の
方
策

 

そ
う
な
る
と
当
分
の
間
、
原
子
力
稼
働
率
の
大
幅
低
下
に
伴
う
電

力
不
足
が
続
く
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
抜
本
的
な
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
多
く
が
合
意
す

る
と
こ
ろ
だ
。
再
生
可
能
エ
ネ
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
個
々
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
特
性
を
考
え
た
上
で
導
入
を
図
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

太
陽
光
は
賦
存
量
が
圧
倒
的
に
大
き
い
上
、
世
界
中
に
分
布
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
、
い
ず
れ
再
生
可
能
エ
ネ
の
中
心
的
な
存
在
に

な
る
。
そ
の
際
、
分
布
の
広
さ
に
合
わ
せ
て
、
で
き
る
だ
け
汎
用
性

の
高
い
整
備
手
法
を
選
択
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
も
い
い
が
、
自
宅
や
工
場
の
屋
根
を
利
用
す
る
な
ど
、
発

電
規
模
よ
り
発
電
箇
所
の
多
さ
を
重
視
し
た
方
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特

性
に
整
合
的
で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
と
一
体
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
で
、
新
築
、
改
築
と
い
か
に
上
手
く
組
み
合
わ
せ
る
が
重
要
に
な

る
。
加
え
て
、
既
存
の
発
電
手
段
よ
り
コ
ス
ト
が
高
い
の
で
、
な
る

べ
く
単
価
の
高
い
小
売
ベ
ー
ス
で
利
用
し
た
方
が
経
済
的
だ
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
天
候
の
制
約
が
な
く
、
既
存
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
を
使
え
る
唯
一
と
い
っ
て
も
い
い
再
生
可
能
エ
ネ

だ
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
は
食
糧
需
給
へ
の
影
響
が
あ
る
こ

と
、
経
済
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
栽
培
規
模
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

日
本
で
は
、
一
般
廃
棄
物
、
家
畜
排
せ
つ
物
、
下
水
汚
泥
、
廃
材
、

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
静
脈
系
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
有
効
に
利
用
す
る
し
か

な
い
。
こ
う
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
収
集
、
処
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理
の
社
会
的
な
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
仕
組
み

の
中
で
普
及
を
図
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
結
果
と
し
て
、
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
バ
イ
オ
マ
ス
の
分
布
に
合
わ
せ
て
、
で
き
る
だ

け
分
散
利
用
を
図
る
こ
と
が
合
理
的
と
な
る
。
一
方
、
分
散
利
用
で

は
、
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
の
規
模
と
安
定
性
に
制
約
が
生
じ
る
た
め
、

都
市
ガ
ス
な
ど
既
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
と
の
補
完
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
が
効
果
的
だ
。

　

風
力
は
世
界
的
に
最
も
普
及
し
、
コ
ス
ト
競
争
力
も
高
い
再
生
可

能
エ
ネ
と
し
て
積
極
的
な
導
入
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
居
住
地
域
に

隣
接
し
て
立
地
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
上
、
発
電
量
と
電
力
変
動
が

大
き
い
の
で
自
家
用
と
し
て
は
使
い
に
く
い
た
め
、
系
統
と
の
接
続

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
風
力
資
源

が
特
定
の
地
域
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
電
力
会
社
の
管
轄
を

超
え
る
広
域
的
な
利
用
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
以
上

の
よ
う
な
特
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
の
大
量
導
入
に

は
、
住
宅
や
工
場
の
新
増
設
あ
る
い
は
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
政
策

的
な
枠
組
み
を
前
提
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
結
果
と
し
て
、
再

生
可
能
エ
ネ
の
導
入
成
果
が
マ
ク
ロ
な
電
力
供
給
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
上
で
顕
在
化
す
る
ま
で
に
は
10
年
以
上
の
歳
月
が
か
か
ろ
う
。

　

一
方
、
11
年
夏
の
経
験
は
、
日
本
が
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

に
つ
い
て
高
い
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
示
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
設
備
や
制
御
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
た
め
に
十

分
な
時
間
が
な
い
中
で
、
あ
れ
だ
け
節
電
の
成
果
を
挙
げ
た
の
だ
か

ら
、
年
単
位
の
時
間
を
か
け
て
努
力
す
れ
ば
、
さ
ら
に
大
き
な
成
果

を
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
高
効
率
設
備
や
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
原
子
力
の
稼
働
率
低
下
に
伴
う
供
給
不
足
を

相
当
程
度
、
賄
い
得
る
可
能
性
も
あ
る
。
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以
上
か
ら
、
原
子
力
に
よ
る
発
電
量
の
中
期
的
な
低
迷
を
補
完
し

得
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
、
２
つ
の
観
点
が
重
要
と
な
る
。
一
つ

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
に
つ
い
て
は
、
10
年
、
20
年
の
計
で
、
個
々
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
最
も
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
導

入
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
高
め

て
短
期
的
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
に
注
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
う
し
た
施
策
を
講
じ
て
も
、
原
子
力
に
関
す
る
抜
本
的
な

信
頼
回
復
が
実
現
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
こ
２
、
３
年
の
間
、
供
給
力

に
不
安
が
あ
る
状
況
を
払
拭
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
間

の
埋
め
合
わ
せ
の
た
め
に
は
天
然
ガ
ス
を
中
心
に
火
力
や
コ
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
新
増
設
な
ど
で
賄
う
以
外
に
な
い
。

　

▼
成
長
に
向
け
た
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

  
 

次
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
次
世
代
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体

制
で
あ
る
。
筆
者
は
、
『
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
終
戦
略
』
（
東
洋

経
済
新
報
社
）
の
中
で
、
次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
、
住

宅
な
ど
を
中
心
と
し
た
「
需
要
家
レ
ベ
ル
」
、
自
治
体
を
中
心
と
し

た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
」
、
広
域
系
統
に
よ
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル

レ
ベ
ル
」
に
分
け
て
整
備
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
た
。
そ
こ
に
は

い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

　

１
つ
目
は
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
革
新
で
あ
る
。
こ
こ
10

年
程
度
の
間
、
太
陽
光
、
燃
料
電
池
、
蓄
電
池
な
ど
に
つ
い
て
は
相

当
な
性
能
向
上
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
実
現
し
、
今
後
も
大
幅
な
改
善

が
期
待
で
き
る
。
加
え
て
重
要
な
の
は
、
制
御
シ
ス
テ
ム
の
機
能
が

飛
躍
的
に
進
歩
し
た
こ
と
だ
。
そ
の
様
は
10
年
前
と
ま
さ
に
隔
世
の

感
だ
。
端
末
機
器
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
進
歩
は
シ
ス
テ
ム
と
し
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て
の
画
期
的
な
進
歩
を
可
能
と
す
る
。

　

２
つ
目
は
、
需
要
家
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

主
体
的
な
意

識
を
高
め
て

い

る

こ

と

だ
。
環
境
問

題
や
資
源
問

題
を
抱
え
る

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
政
策
に
お

い
て
、
需
要

家
層
の
主
体

的
な
意
識
の

向
上
が
重
要

で
あ
る
こ
と

は
論
を
待
た

な
い
。
こ
こ

の
と
こ
ろ
環

境
配
慮
型
住

宅
や
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
へ

の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら

は
一
過
性
の

動
き
で
は
な
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い
。
東
日
本
大
震
災
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
需
要
家
や
地
域
の
潜

在
的
な
ニ
ー
ズ
を
顕
在
化
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

３
つ
目
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
で
あ
る
。
ど
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
に
も
強
み
と
弱
み
が
あ
る
の
で
、
複
数
の
シ
ス
テ
ム
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
た
方
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
安
定
性
は
向
上
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
需
要
家
レ
ベ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ベ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要

性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
共
存
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
国
内
外

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
有
効
か
つ
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
は
今
後

と
も
広
域
の
供
給
シ
ス
テ
ム
が
必
要
な
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
重

要
な
こ
と
は
、
発
電
技
術
の
進
歩
、
情
報
通
信
技
術
の
画
期
的
な
進

歩
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
の
融
合
、
需
要
家
や
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
政
策
に
関
す
る
意
識
の
変
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
転
換
な

ど
に
よ
り
、
広
域
で
や
る
べ
き
こ
と
と
需
要
に
近
い
と
こ
ろ
で
や
る

べ
き
こ
と
が
分
か
れ
て
き
て
い
る
、
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　

４
つ
目
と
し
て
重
要
な
の
は
、
成
長
戦
略
の
観
点
で
あ
る
。
何
年

も
前
か
ら
、
環
境
分
野
は
日
本
の
最
大
の
成
長
セ
ク
タ
ー
と
言
わ
れ

て
き
た
。
そ
の
中
枢
を
成
す
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
エ
リ

ア
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
産
業
活
動
、
国
民
生
活
の
た
め
の

環
境
整
備
と
い
う
観
点
に
加
え
、
成
長
戦
略
の
中
心
と
し
て
の
位
置

付
け
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
を
使
お
う
が
、
化
石
燃

料
を
増
や
そ
う
が
、
原
子
力
の
信
頼
性
を
高
め
よ
う
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
を
改
善
し
よ
う
が
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
か
ら
、
そ
れ
を
賄
い
得
る
産
業
を
見

い
出
せ
な
い
限
り
、
日
本
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
転
換
に

要
す
る
膨
大
な
コ
ス
ト
を
回
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

筆
者
は
、
月
に
１
、
２
回
海
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
市
場
に
足
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を
運
び
、
内
外
の
関
係
者
と
時
間
を
共
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
分
か

る
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
革
新
が
需
要
サ
イ
ド
か
ら
立
ち

上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、
環
境
都
市
な
ど
の
表
現
で
、
多
く
の
企
業
が
こ

の
分
野
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
そ
の
表
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

今
ま
で
の
よ
う
に
需
要
と
供
給
の
間
に
明
確
な
線
を
引
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
従
来
の
よ
う
な
一
元
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
固
執

す
れ
ば
、
大
き
な
成
長
機
会
を
逃
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
画
期
的

な
改
善
な
ど
は
、
全
て
の
国
が
例
外
な
く
抱
え
る
課
題
で
あ
る
。
特

に
、
世
界
経
済
の
牽
引
役
と
し
て
期
待
さ
れ
る
新
興
国
、
途
上
国
で

は
こ
う
し
た
課
題
が
顕
在
化
し
が
ち
だ
。

　

日
本
は
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
立
て
直
し
に
向
け
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
震
災
と
い
う
不
幸
を
契
機
に

し
た
と
は
言
え
、
我
々
が
次
世
代
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

を
根
本
か
ら
考
え
る
機
会
を
得
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
技
術
、
国
民
や
地
域
の

意
識
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
成
長
戦
略
等
の
観
点
か
ら
、
時
代
の
転
換

点
に
対
す
る
感
度
を
高
め
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
お
わ
り
）

 

井
熊 

均
（
い
く
ま
・
ひ
と
し
）　

早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
了
後
、
三

菱
重
工
業
を
経
て
、
１
９
９
０
年
に
日
本
総
合
研
究
所
に
入
社
。
２
０
０
２
年
創
発

戦
略
セ
ン
タ
ー
所
長
就
任
、
２
０
０
６
年
か
ら
執
行
役
員
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
公

共
経
営
研
究
科
非
常
勤
講
師
。
専
門
は
事
業
の
計
画
・
提
携
・
運
営
、
産
業
政
策
、

環
境
産
業
、
公
共
財
政
、
地
域
経
営
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。


